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複合災害で避難は可能？



原子力災害
対策指針

原子力市民委員会「見ればわかる 知れば変わる ── 福島原発事故15年の現在地」



屋内退避の効果は限定的

出典：原子力発電所からおおむね５～３０ｋｍ圏内にお住まいの
みなさまが行う屋内退避について : 原子力防災 - 内閣府
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複合災害の際には

• 道路寸断

• 悪天候

• 土砂災害

避難できない

屋内退避もできない

住民が高レベルの線量の中に取り残される

• 家屋倒壊

• 繰り返しの
揺れ

• 猛暑で停電



原子力災害が自然災害対応を阻む

• 原子力規制委員会「複合災害の場合は、人命最優先の観点から自然
災害に対する安全が確保された後に、原子力災害に対応することが
基本」

• 「自然災害」「原子力災害」を分けて、どちらが優先ということに
意味はない⇒どちらの対応も必要

• 被ばく影響：わかりづらいが、健康や人命にかかわることも

• 原子力災害が発生している場合、外部から自然災害の救助に入れな
いこともある

• 請戸の浜の悲劇を忘れてはいけない：原発事故に伴う避難指示のた
め、がれきに埋まった人の救助に向かうことができなくなった



「今後の原子力政策の方向性と行動指
針」とはどういうもの？



原子力関係閣僚会議は、 7月31日、原発の「建て替え」の目標案を含む
「今後の原子力政策の方向性と行動指針」を決定

今後の原子力政策に係る主要な課題と、その解決に向けた対応の方向性、そし
て政府及び原子力事業者等の関係者による行動の指針を整理したもの

① 「建て替え」：

• 2040年代まで：約220万～550万kW 2～5基

• 2050年代まで：約1,270～1,600万kW 11～14基

② 前提は2040年代～50年代「原発2割」

③ 現在稼働している老朽原発は、「最大限活用」し、定検の間隔を延
ばすなど稼働率を上げる方針



今、動かしている老朽原発を止めて、
建て替えるということ？



「建て替え」という言葉のマジック

• すでに廃炉が決定し、廃炉作業中の美浜原発1,2号機などの建て替え

• 稼働中の高浜原発1, 2号機、美浜原発3号機など、トラブル続きの老
朽原発を止めるわけではない。

• 既存原発については「最大限活用」
→動かせるだけ動かす
→60年を超える運転も

• 「建て替え」基数の算出根拠
…既存原発を運転開始から60年稼働させることが前提

• すでに稼働を停止して廃止措置中の原発を「建て替え」
→別の敷地でもOK



トラブル相次ぐ老朽原発

• 大飯原発3号機、一次系配管溶接部に亀裂（2020年9月）
…長さ約60ミリメートル、深さ約4.4ミリメートル

• 高浜原発…1号機で配管からの蒸気漏れ（2024年1月）、4号機
で蒸気発生器の伝熱管4本が破損（2025年7月）など

• 美浜原発3号機…高圧タービンからの蒸気漏れ（2026年5月）。
閉止キャップの損傷。運転開始以来、取り換えおよび補修実績
なし。



「建て替え」という言葉のマジック

美浜原発 新設実現 先行き不透明 費用と時間課題に 地元は
「新しく安全なものを」 ／福井（毎日新聞 2026/7/22）

…

一方地元では、運転の長期化に伴う安全性の観点から、建て替え
を求める声が上がる。5月、3号機タービンカバー内側の腐食で
穴が開き蒸気が漏れ、原子炉を停止するトラブルが発生。

ある町議は「老朽化したものを使い続けるのではなく、新しく安
全なものを造ってくれというのが地元の総意だ」と強調する。



なぜ、原発の建て替え方針？



原発2割：設備容量3,588～3,914万kW

経済産業省資料



経済産業省
資料



「原発2割」の根拠は？



エネルギー基本計画と電力需給「見通し」

• 「見通し」としているが
その根拠が不明。「原発の最大限活
用」姿勢をみせるための「2割」？

• 2030年度20-22%はすでに達成不可能
なことが明らかだが…
→「最大限努力します」

• 原発の最大限活用の理由：
①AIやデータセンターによる電力需要
の増加、②脱炭素、③エネルギー安全
保障――など
→それぞれ反論あり

2,200～2,400億kWh
設備容量3,588～3,914万kW

「図でみる：福島第一原発事故から15年」



資源エネルギー庁「2040年度におけるエネルギー需給の見通し（関連資料）」令和7年2月
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資源エネルギー庁「2040年度におけるエネルギー需給の見通し（関連資料）」令和7年2月



ステータス 基数 合計設備容量
年間発電電力
（稼働率70%）

①再稼働済み 15基 1,461万kW 896億kWh

②設置変更許可済み・
未再稼働

3基 337万kW 207億kWh

③審査中 8基 846万kW 519億kWh

①～③合計 2,642万kW 1,621億kWh

④未申請・その他 10基 1,079万kW 662億kWh

①～④合計 3,722万kW 2,283億kWh

① 女川2、柏崎刈羽6、美浜3、大飯3、大飯4、高浜1、高浜2、高浜3、高浜4、島根2、伊方3、玄海3、玄海4、
川内1、川内2

② 東海第二、泊3、柏崎刈羽原発7
③ 泊1、泊2、東通（東北電）、浜岡3、浜岡4、志賀2、大間、島根3
④ 女川3、柏崎刈羽1、柏崎刈羽2、柏崎刈羽3、柏崎刈羽4、柏崎刈羽5、浜岡5、志賀1、東通1（東電）、敦

賀2

「2割」に
足りない

ようやく
足りる

日本原子力産業協会「日本の原子力発電炉」（2026年6月8日）をもとに算出



全部動かす前提

• 原子炉直下に活断層が認定された敦賀２号機

も、

• 基準地震動策定において不正が発覚した浜岡

原発も、

• 避難計画の実効性が問われ、運転差し止め判

決がでた東海第二原発も、

• 地盤の液状化の影響が指摘された柏崎刈羽１

～４号機も、

• 能登半島地震で被災した志賀原発も、

• 東日本大震災で工事が中断している東電の東

通原発も、

出典：FoE Japan「図でみる 福島第一原発事故から15 年」を一部改変

原発2割とは



敦賀原発2号機とはどういう原発？

• 2012年12月…原子力規制委員会の専門家チームが、2号機直下の断層を
「活断層の可能性が否定できない」と指摘。報告書をまとめる。

• 2015年11月…日本原電が、再稼働に向けた審査申請

• 2019年10月…日本原電の審査資料に誤記が1139カ所

• 2020年2月
…日本原電の地質データの改ざんが発覚。改ざんは80カ所以上。審査中断

• 2020年10月…審査再開

• 2021年8月…審査の再中断

• 2024年11月…規制委が「不許可」に。「直下の活断層を否定できない」



原発「建て替え」の問題点は？



原発「建て替え」のさまざまな問題点

• 原発を固定化する：超長期にわたりリスクとコストを人々に負わせ
る

• 放射性廃棄物をさらに増やし続ける
→処分の目途たたず、将来世代への負の遺産が巨大化する

• 建設費、維持費などが高すぎ、民間事業者だけで費用をまかなう見
込みがたたない
→財政投融資を原資としたOCCTOによる融資＝将来的には国民負担

• エネルギーの需要抑制、再エネ導入の邪魔をする

• 大規模集中型で定格出力の電源であり、電力給調整に必要な系統の
柔軟性を損なう



「核のごみ」は今どのような状況になっ
ているか？



東京新聞「原発から出る
「使用済み核燃料」は全国
にたまり続けている…各地
の貯蔵率をマップにまとめ
てみた」（2026年7月27日）





六ヶ所再処理工場の全体工程

日本原燃ウェブサイト



レッドセル

上澤千尋「六ヶ所再処理工場 耐震不足だが補強工事ができない汚染された機器」
原子力資料情報室通信（2021/7/1）

＝人が立ち入ることができないほど放射
能汚染された区画。リモートでの作業し
かできない。
必要な耐震補強工事ができない。

23,500件以上ある設工認（設置および工
事計画の認可）申請の対象機器のうち、
約5,300の機器には人が近づくことがで
きず、目視や実測による実機の検査がで
きない



どうなる？六ヶ所再処理工場の「竣工」

• 青森県知事が、中間貯蔵施設への搬入を拒否。背景には、六ヶ
所再処理工場の進捗の遅れ

• 六ヶ所再処理工場は27回竣工遅延→今年度末までに竣工？

• 六ヶ所再処理工場にたまる高レベル放射性廃液（227m3）をど
うするか？

• ガラス固化の性能試験は、竣工後？

• 竣工前に放射性廃液のガラス固化を行う？
• 原燃および資源エネ庁は竣工前にガラス固化を行う方向性を示す（量

は不明）
• 青森県知事「県民が求めるのは安全・安定操業であり、竣工が遅れる

ことより大切」
• 規制委山中委員長…「廃液処理を急いで進める必要はない」
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